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野
上
修
市
先
生
の
こ
と

玉
　
田
　
弘
　
毅

　
野
上
修
市
先
生
は
、
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
＝
月
一
五
日
に
古
稀
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
杜
甫
が
「
曲
江
」
と
題
す
る
詩
で

詠
ん
だ
よ
う
に
「
人
生
七
十
古
来
稀
」
で
あ
っ
た
昔
日
と
は
異
な
り
、
七
〇
歳
を
超
え
て
な
お
嬰
鎌
と
し
て
人
生
を
享
受
す
る
者
が
少
な

く
な
い
今
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
野
上
先
生
が
ご
健
勝
の
う
ち
に
こ
の
日
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
お
め
で
た
い
こ
と
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
野
上
先
生
の
い
つ
も
若
々
し
い
ご
容
姿
や
立
居
振
舞
に
常
日
頃
接
し
て
い
る
者
の
一
人
と
し
て
、
先
生
の
古
稀
と
い
う
こ
と
を
聞
か
さ

れ
て
も
、
に
わ
か
に
信
じ
難
い
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
私
の
方
が
野
上
先
生
よ
り
年
長
で
あ
り
、
古
稀
は
何

年
も
前
に
迎
え
て
い
ま
し
て
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
順
送
り
で
先
生
が
こ
の
た
び
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
当
然
で
、
歳
月
の
経
過
の
速

さ
を
今
さ
ら
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
る
よ
う
な
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

＊

＊

＊

　
　
　
野
上
先
生
は
、
大
分
県
別
府
市
の
ご
出
身
で
（
『
明
治
大
学
学
園
だ
よ
り
』
第
一
二
四
号
二
頁
掲
載
の
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
わ
れ
ら
の
先

75
@
生
」
に
よ
れ
ば
、
ご
実
家
は
別
府
で
ホ
テ
ル
を
経
営
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
）
、
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
年
）
三
月
、
明
治
大
学

4　
　
法
学
部
卒
業
後
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
に
お
い
て
法
学
部
特
選
研
究
生
と
し
て
、
さ
ら
に
、
同
大
学
法
学
部
の
専
任
助
手
と
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卜
し
て
、
法
学
博
士
安
澤
喜
一
郎
先
生
に
師
事
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
憲
法
学
お
よ
び
教
育
法
学
の
研
究
に
専
念
さ
れ
、
数

多
く
の
著
書
や
論
文
な
ど
を
公
け
に
し
て
憲
法
学
お
よ
び
教
育
法
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
他
方
、
教
育
面
に
お

い
て
も
明
治
大
学
を
は
じ
め
多
く
の
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
人
材
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
社
会
に
有
為
の
幾
多
の
人
材
を
送
り
出
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
大
学
内
に
お
い
て
は
評
議
員
、
副
学
生
部
長
、
図
書
館
長
等
々
の
要
職
に
就
か
れ
大
学
行
政
・
運
営
に
真
摯
に

取
り
組
み
幾
多
の
功
績
を
挙
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
学
外
に
お
い
て
も
日
本
学
術
会
議
会
員
、
日
本
教
育
法
学
会
事
務
局
長
等
々
の
公

職
を
お
務
め
に
な
ら
れ
広
く
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

＊

＊

＊

論律法

　
野
上
先
生
と
は
学
問
領
域
が
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
学
内
外
で
の
様
々
な
面
で
の
軌
跡
等
を
異
に
す
る
私
と
し
て
は
、
先
生
と
同
じ
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
．
メ
ン
バ
ー
と
し
て
明
治
大
学
法
学
部
に
永
年
在
籍
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
述
し
た
以
上
に
は
、
野
上
先
生
の
多
彩

な
ご
経
歴
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
的
確
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
以
下
に
お
い
て
、
私
が
先
生
と
親
し
く
ご
厚

誼
を
頂
く
に
至
っ
た
き
っ
か
け
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
先
生
が
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
お
い
て
集
合
分
譲
住
宅
（
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
）

の
管
理
組
合
理
事
長
、
自
治
会
長
等
々
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
数
々
の
実
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
て
の
卓
越
し
た
知
見
を
住
宅
法
制
や

地
域
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
問
題
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
等
々
に
つ
い
て
お
持
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
て
、
集
合
住
宅
私
法
の
研
究
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー

ク
の
一
つ
と
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
野
上
先
生
の
ご
示
唆
、
ご
教
示
は
刺
激
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
平
成
＝
ハ
年
（
二
〇
〇
四
年
）
に
は
、

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
学
際
的
学
会
設
立
に
ご
尽
力
頂
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
先
生
が
そ
の
よ
う
な
知
見
に
基
づ
い
て
執
筆
な
さ
っ

た
こ
論
稿
の
こ
と
な
ど
を
、
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
以
下
に
記
述
し
て
、
野
上
先
生
の
古
稀
を
賀
す
る
献
呈
の
言
葉
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
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昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
年
）
か
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）
頃
1
か
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
ー
、
野
上
先
生
が
、
お
住
ま
い
の
タ
ウ
ン

ハ
ウ
ス
で
、
当
時
、
管
理
組
合
の
理
事
長
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
て
、
そ
の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
団
地
に
お
け
る
臨
時
総
会
の
開
催
を
め
ぐ
り
賛

否
が
対
立
紛
糾
し
て
裁
判
に
ま
で
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
私
に
、
集
合
分
譲
住
宅
（
マ
ン
シ
ョ
ン
）
団
地
の
法
律
問
題
に
明
る
い
弁
護
士
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
相
談
が
あ
っ
て
、
野
上
先
生
に
、
集
合
分
譲
住
宅
に
係
る
法
律
実
務
に
詳
し
く
、
実
際
に
幾
つ
も
の
裁
判
を
手

が
け
て
い
た
知
り
合
い
の
弁
護
士
を
ご
紹
介
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
野
上
先
生
と
親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
当
時
、
私
は
、
一
粒
社
と
い
う
出
版
社
か
ら
『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
法
律
』
と
い
う
実
務
解
説
書
を
編
集
刊
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
に
出
版
し
た
『
第
四
版
．
1
』
に
、
野
上
先
生
か
ら
「
管
理
組
合
役
員
の
資
格
の
見
直
し
」
と
い
う
論
稿
を

頂
い
て
収
載
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
論
稿
は
、
管
理
組
合
の
役
員
を
区
分
所
有
者
の
み
に
限
定
す
る
の
は
団
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
上
問
題
で
あ
っ
て
、
区
分
所
有
者
以
外
の
テ
ナ
ン
ト
も
役
員
に
加
え
る
べ
き
、
と
い
う
、
き
わ
め
て
先
見
的
な
論
稿
で
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）
三
月
に
は
、
財
団
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
の
月
刊
誌
『
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
i

通
信
』
第
一
九
五
号
に
「
『
マ
ン
シ
ョ
ン
税
』
登
場
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
い
う
論
稿
を
寄
稿
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
同

論
稿
で
は
、
地
方
自
治
体
で
、
街
並
み
景
観
保
護
や
居
住
環
境
保
全
の
視
点
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
規
制
を
か
け
る
べ
く
、
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
等
に
法
定
外
普
通
税
と
し
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
税
」
を
賦
課
す
る
と
い
う
動
き
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
単
な
る
区

分
所
有
者
た
ち
の
「
私
的
資
産
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
社
会
的
資
産
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築

や
管
理
・
運
営
の
あ
り
方
が
、
一
般
住
民
の
居
住
環
境
を
破
壊
し
た
り
、
自
然
保
護
や
歴
史
・
文
化
財
保
全
を
阻
害
し
た
り
す
る
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
命
題
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
命
題
を
起
点
と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
い
て
今
後
の
あ
る
べ
き
マ

ン
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
真
剣
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
具
体
的
か
つ
的
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確
に
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
上
述
の
平
成
＝
ハ
年
（
二
〇
〇
四
年
）
の
四
月
に
は
、
わ
が
国
社
会
に
お
け
る
地
域
・
地
区
の
形
成
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
各

種
資
産
（
イ
ン
フ
ラ
と
そ
の
上
部
構
築
物
）
を
適
切
に
管
理
運
営
し
有
効
に
利
活
用
す
べ
き
、
と
い
う
社
会
的
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
そ

の
た
め
の
理
論
と
実
務
を
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
研
究
す
る
学
際
的
学
会
と
し
て
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
（
〉
。
。
。
。
o
Ω
蝕
8

8
円
切
①
唯
8
巴
ζ
窪
p
究
日
㊦
三
一
昌
臼
昌
窪
）
が
関
係
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
て
、
そ
の
際
に
、
私
は
会
長
と
し
て
、
野
上
先
生
に
無
理

を
承
知
で
参
画
を
お
願
い
し
、
副
会
長
に
就
任
し
て
頂
き
ま
し
た
が
（
『
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
会
報
』
創
刊
号
一
頁
参
照
）
、
先
生
は
、

学
会
設
立
の
意
義
を
高
く
評
価
さ
れ
、
学
会
活
動
に
積
極
的
に
関
与
し
て
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
心
奥
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
野
上
先
生
は
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
平
成
一
七
年
度
学
術
大
会
（
一
一
月
二
五
日
、
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
）
に

お
い
て
、
「
子
ど
も
の
遊
ぶ
権
利
と
住
環
境
の
保
護
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
治
安
・
防
犯
に
つ
い
て
の
関
心
が
社
会
的
に
高
ま
っ
て
い
る
現

在
的
問
題
を
憲
法
・
教
育
法
学
者
の
立
場
で
問
題
指
摘
を
な
さ
っ
た
意
欲
的
な
報
告
で
あ
る
と
拝
聴
致
し
ま
し
た
（
『
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
会
平
成
一
七
年
度
学
術
大
会
論
文
集
』
所
載
）
。

　
そ
し
て
、
野
上
先
生
は
、
平
成
一
八
年
度
の
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
学
術
大
会
（
＝
月
二
日
、
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
開
催
）
に
お
い
て
も
、
「
管
理
組
合
規
約
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
国
土
交
通
省
策
定
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管
理
規

約
」
に
内
在
す
る
問
題
点
と
し
て
、
①
管
理
組
合
役
員
資
格
の
見
直
し
、
②
総
会
の
種
類
お
よ
び
議
決
方
法
の
再
検
討
、
③
総
会
に
お
け
る

議
決
事
項
の
提
起
、
④
専
有
部
分
と
共
有
部
分
の
一
体
的
管
理
、
⑤
管
理
組
合
と
自
治
会
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
（
管
理
費
か
ら
の
自
治

会
費
の
支
出
、
役
員
の
兼
務
問
題
）
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
具
体
的
検
討
を
試
み
ら
れ
た
上
で
、
以
上
の
諸
点
の
見
直
し
を
す
べ
き
こ
と
、

そ
し
て
、
さ
ら
に
、
⑥
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
構
造
や
居
住
者
の
多
様
性
に
配
慮
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
類
型
に
即
し
て
管
理
方
式
の
類
型
化
を

図
り
、
居
住
者
（
区
分
所
有
者
）
の
選
択
が
で
き
る
メ
ニ
ュ
i
方
式
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
⑦
一
団
地
一
自
治
会
と
い
う
、
今
日
、



多
く
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
設
置
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者
と
そ
う
で
な
い
一
般
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
容
易
な
ら
し
め
る
外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
自
治
会
を
設
置
す
る
よ
う
、
発
想
の
転
換
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
て
、

野
上
先
生
の
簡
潔
な
が
ら
的
確
な
ご
報
告
に
感
銘
致
し
ま
し
た
（
『
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
平
成
一
八
年
度
学
術
大
会
論
文
集
』
所
載
）
。

＊

＊

＊

野上修市先生のこと

　
野
上
先
生
の
以
上
の
幅
広
い
ご
業
績
と
ご
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）
度
を
も
っ
て
明
治
大

学
を
定
年
退
職
な
さ
る
こ
と
は
、
制
度
と
は
い
え
、
き
わ
め
て
惜
し
い
な
と
い
う
思
い
が
致
し
ま
す
。
是
非
、
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
く
れ

ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
て
、
母
校
明
治
大
学
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
様
々
な
面
で
尽
力
し
て
頂
き
た
く
、
ま
た
、
学
問
の
分
野
だ
け
で
な
く
、

実
社
会
の
場
で
も
、
先
生
の
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
学
識
・
知
見
を
も
っ
て
有
為
な
活
躍
を
な
さ
れ
る
よ
う
、
心
か
ら
切
に
願
っ
て

や
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）
二
月
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